
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1８1 号 

平成 26 年 4 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

芦城公園では，雪洞の飾りつけが始まり，桜のシーズンとなりました。日差しや吹く風にも暖かさ

を感じることができ，季節はまさに春爛漫です。 

さて，『小松市史 民俗編』がいよいよ発刊となりました。年中行事や人生儀礼，祭りに生業と市内

の生活の様子がこの一冊に網羅されています。我が町の様子をぜひお確かめください。 

【目次】 

第一章 マチの暮らし 

第二章 ムラの暮らし 

第三章 ヤマの暮らし 

第四章 潟・浦の暮らし 

第五章 人びとの祈りと芸能 

付  録 映像と音による小松の無形文化 

平成２６年４月 ｢新修 小松市史 資料編 11 民俗｣ 発刊 

特別価格 ３,８００円〈税込〉（平成 26年４月～12月） 

定価  ５,０００円〈税込〉（平成 27年１月～） 

  

お求めの方は，市史編纂事務局へ直接お越し下さい。また，郵送をご希望の方は，電話，ＦＡＸ

またはメールにてお申し込みください。郵送料については，お問い合わせ下さい。 

付録 ＤＶＤ 

【仕様】 

Ｂ５判，上製本， 

布装丁， 

貼ケース入り， 

ＤＶＤ付，364頁 

 本書の内容  

第一章は，昭和初期の市街地の人生儀礼のほか，お旅まつり，かぶと祭，西瓜

まつりなどの祭礼，真宗寺の地域ならではの報恩講についてもふれています。 

第二章は，市街地周辺の農作業の変化や水利権の問題をとらえ，また農村部で

見られる今江縞，小松絹，麻布，加賀茶などの生業について紹介しています。 

第三章は，山林を生活基盤とする地区の炭焼きを中心とした生活空間にふれ，

山村の狩猟，植林，養蚕，運搬などの生業や用具の図版なども扱っています。 

第四章は，海沿岸部と潟周辺の，漁村の生業の変遷や年中行事について述べ，

特に，安宅住吉神社の御輿渡御や宮獅子，曳船，起舟祭を取り上げています。 

第五章は，市内の民間信仰として村堂や祠，石仏などを紹介しています。また

現在，受け継がれている獅子舞や神楽舞などをまとめています。 

付録ＤＶＤは，悪魔祓いを始め獅子舞や太鼓などの芸能，麦口町のねぼとけ様

などの昔話，中ノ峠町の方言を収録し，映像と音で表現しています。 



 

アンケート結果 (３月９日) 
 

・興味がもてた。時代背景がわかった。 

・毎月開催してほしい。 

・プロジェクターを利用し画面に出して

説明してほしい。 

・読み方，初歩的なくずしを学びたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

       １     ２     ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30    

 は小松市史編纂事務局 (図書館 2 階) が閉室しています。 

＜４月のカレンダー＞ 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

市史編纂担当（小松市教育委員会生涯学習課） 

・住所 〒923-8650 小松市小馬出町 91 

・TEL  0761(24)8274 ・FAX 0761(23)3563 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

＜事務局４月の活動予定＞ 

・ ４月 ２日(水) 市内神社棟札調査 

・ ４月 10日(木) 近世村方部会 

・ ４月 21日(月) 美術・工芸部会 

＜事務局３月の活動状況＞ 

・ ３月 ９日(日) 古文書講座(３回目) 

・ ３月 14日(金) 尊經閣文庫史料調査 

・ ３月 19･20日  酒井家文書調査(八戸市) 

・ ３月 25日(火) 産業部会   

・ ３月 26日(火) 横山家資料調査 

・ ３月 28日(金) ｢民俗編｣完成報告会           

「十村文書入門」         2月 11日 

｢十村の御用留を読み解く｣   2月 23日   参加人数延 182名 

｢正徳の一揆史料を読む｣    3月 9日 

       

古文書講座  講師：木越隆三石川県金沢城調査研究所長 

 

 

最近は，古文書聴講者が多く，中にはかなり解読出来る

方も参加しており，今回は，「文書の裏を読み取る」方法の

ひとつを学んだ。年代を特定するには，差出人や受取人の

名前の官職から推定したり，また文書の出された時代背景

についても講義を受け，一枚の文書からいろいろなことが

推察されることがわかりました。 

今年度より基礎的な講座が博物館で開かれるため，市史

事務局では古文書を利用した，裏を読み取る内容の講座を

引き続き開催していきたいと思います。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

